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NY マーケットレポート（2019 年 7 月 8 日） 
 

 

出所：SBILM 
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NY 市場レポート 

 

≪ NY 市場概況 ≫ 

NY 市場では、先週末の雇用統計の結果を受けて、FRB の過度な利下げ期待が後退したことが改めて材料

視され、米長期金利の上昇を背景にドルは対主要通貨で堅調な値動きとなった。一方で、パウエル FRB

議長の議会上下両院での証言や 6 月分の FOMC 議事要旨公表を控えて、内容を見極めたいとの思惑もあり

上値の抑制要因となった。ドル円は 5/31 以来の高値となる 108.81 円へ上昇した。 

 

米主要 3 指数は続落 

米株式市場は、前週末の米雇用統計結果が引き続き材料視され、主要株価指数は序盤から軟調な動きと

なった。さらに、一部金融機関が電子機器大手アップルの投資判断を引き下げたとの報道も圧迫要因に

なり、主要指数は揃って続落した。ダウ平均株価は、序盤から軟調な動きとなり、一時前日比 177 ドル

安まで下落後、安値圏で底固い動きを続け、115 ドル安で終了した。一方、ハイテク株中心のナスダック

は、63 ポイント安で終了した。 

 

データを基に SBILM が作成 
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データを基に SBILM が作成 

 

ドル/円は 5/31 以来の高値 

米国の主要な経済指標の発表がなく新規材料に乏しい中、先週末の雇用統計の結果を受けて、FRB の過度

な利下げ期待が後退したことが改めて材料視され、ドルは主要通貨に対して底固い動きとなった。さら

に、米 10 年債利回りが 2.0095％から 2.0510％まで上昇したことも影響した。ただ、パウエル FRB 議長

の上下両院での議会証言や FOMC 議事録要旨公表を控えて、内容を見極めたいとの思惑が根強く、上値抑

制の一因となった。こうした中、ドルは対ユーロで 6/19 以来、対円では 5/31 以来の高値を付けた。 

 

出所：総合分析チャート 
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前営業日のロシアルーブル、ブラジルレアル 

◇ロシアルーブル 

週明け 8 日のルーブルは 63.5800 ルーブルと対ドルで続伸したほか、対円でも 1.7088 円と反発した。FRBの 

利下げ観測の後退のほか、企業の配当支払いに伴うルーブル売りの動きもルーブル上昇にブレーキを掛けた

ものの、原油価格の上昇のほか、外貨買いオペの縮小もルーブルの支援要因となった。 

 

ドル建のロシア RTS株価指数は 0.8Pts高の 1399.55Ptsと上昇した一方、 MOEX指数は 2822.55Pts(12.80Pts

安）と続落して取引を終えた。米長期金利の上昇を受けたドルの対主要通貨での上昇から RTSは持ち直した

ものの、MOEXは続落した。 

 

◇ブラジルレアル 

週明け 8 日のレアルは 1ドル=3.8075 レアルと反発した一方、対円で 28.568 円へ上昇した。米長期金利の上

昇にともないドル高が進行する中、年金改革法案に対する議会通過への期待がレアルの下値支援となったほ

か、ボベスパ指数の上昇もレアルを支援した。 

 

ボベスパ指数は 440.75Pts 高の 104,530.22Pts と 4日続伸、連日で史上最高値を更新した。米雇用統計を受

けて FRB が 0.5% の利下げに動くとの見通しが後退した一方、年金改革法案の議会通過への期待も株式市場

の上昇要因となった。 

 

提供：SBI リクイディティ・マーケット株式会社 

お客様は、本レポートに表示されている情報をお客様自身のためにのみご利用するものとし、第三者への提供、再配信を行うこ

と、独自に加工すること、 複写もしくは加工したものを第三者に譲渡または使用させることは出来ません。情報の内容について

は万全を期しておりますが、その内容を保証するものではありません。 また、これらの情報によって生じたいかなる損害につい

ても、当社および本情報提供者は一切の責任を負いません。 

本レポートに表示されている事項は、投資一般に関する情報の提供を目的としたものであり、勧誘を目的としたものではありま
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